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今
年
五
月
の
宮
崎
市
襲
芯
の
議

長
葦
。
保
守
系
の
二
会
婆
串
心

に
激
し
い
攻
防
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
投
塁
剛
に
休
A
弄
乱
発
さ

れ
、
情
報
が
交
錯
す
る
中
、
交
渉

役
議
員
が
調
整
を
進
め
る
さ
ま

巧
二
年
に
一
回
の
慣
例
。
議
会

の
〝
閉
ざ
さ
れ
た
世
界
″
を
象
徴

す
る
一
幕
だ
。

交
渉
役
を
務
め
た
あ
る
議
員

は
、
議
長
室
剛
に
態
度
を
保
留
し

て
い
た
議
員
宅
に
出
向
い
た
。
情

報
量
が
格
段
に
多
く
、
執
行
部
へ

の
〝
口
利
き
″
も
多
い
議
長
ポ
ス
ト

は
魅
力
。
「
何
も
し
な
け
れ
ば
向
こ

う
に
負
け
る
。
（
常
任
委
員
長
な
ど

の
）
ポ
ス
ト
は
な
い
な
い
尽
く
し

に
な
っ
て
し
ま
う
」
。
説
得
す
る

際
、
議
長
、
副
議
長
に
次
烹
璧
至

役
で
あ
る
監
査
委
員
考
お
土
産
″

に
す
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
。

同
市
の
五
十
代
の
主
婦
は
「
傍

聴
に
行
っ
て
も
や
じ
を
飛
ば
し
た

り
、
居
眠
り
を
し
た
り
す
る
議
員

が
い
て
『
も
う
少
し
は
し
っ
か
り

し
て
』
と
言
い
た
く
な
る
」
と
あ

き
れ
顔
。
「
〝
開
か
れ
た
議
会
″
に

し
て
市
民
の
目
に
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
は
重
要
だ
ろ
う
」
と
訴
え
る
。

■

　

　

］

要
望
に
こ
た
え
、
県
内
で
も
議

行
、
一
般
質
問
空
室
の
事
前

公
開
－
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
始
め
た
。
同
特
別
委

員
長
を
務
め
た
甲
斐
勝
音
前
議

長
（
六
〇
）
は
「
特
に
テ
レ
ビ
中
継

に
よ
っ
て
『
市
民
に
見
ら
れ
て

い
る
』
意
識
が
芽
生
え
た
。
一

宮崎市雇義会の傍t陪規則。
他県では規制力ヽら歓迎へ
転換した先進事例もある

ご意見をお寄せください
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ネ
ッ
ト
利
用
し
ア
ピ
ー
ル

会
洒
性
化
に
向
け
た
動
き
は
見
ら

れ
る
。
日
南
市
議
会
の
H
P
（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
）
で
の
会
議
録
閲

覧
、
都
城
市
襲
弄
い
ち
早
く
取

り
組
ん
だ
空
耳
議
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
中
継
、
小
林
市
議
会
の
休
日

議
会
な
ど
ア
ピ
ー
ル
に
懸
命
だ
。

延
岡
市
議
会
は
二
（
＝
缶
一
年
度

か
ら
本
格
的
に
奈
義
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
中
継
、
撃
方
便
り
の
発

般
質
問
の
寅
も
向
上
し
、
政
策
論
価
す
る
。

的
な
も
の
に
な
っ
て
き
た
」
と
評
　
県
議
会
も
今
空
ハ
月
か
ら
本
会

議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
開

始
、
十
月
ま
で
に
約
二
万
千
件
を

警
告
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
。
県

総
帯
課
は
「
議
会
清
動
を
多
く
の

県
民
に
知
っ
て
も
ら
う
意
味
で
は

手
応
え
が
あ
る
」
と
胸
を
張
る
。

●
　
　
□

一
方
で
、
「
ネ
ッ
ト
中
継
や
休

目
撃
覆
ど
は
、
当
初
は
物
珍
し

さ
が
手
伝
っ
て
傍
聴
者
も
増
え

る
が
、
継
続
は
難
し
い
」
と
指
摘

す
る
の
は
「
開
か
れ
た
撃
方
を
め

ざ
す
会
」
　
（
東
京
都
）
の
宮
沢
昭

夫
代
表
（
七
二
）
＝
栃
木
県
矢
板
市

議
。
「
議
会
準
八
が
来
る
の
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
自
ら
地
域
に
出

て
い
く
姿
勢
が
必
要
」
と
提
案
す

る
。

北
海
道
福
島
町
議
会
は
出
前
懇

談
会
を
地
域
で
開
き
、
合
併
や
議

員
定
警
テ
ー
マ
に
し
て
町
民
の

意
見
を
聞
く
。
「
整
芳
し
町
民
と

の
距
離
が
縮
ま
り
、
議
員
の
考
え

が
見
え
や
す
く
な
っ
た
」
　
（
重
石

事
務
局
）
と
い
う
。

宮
沢
代
表
は
「
等
会
は
、
た
だ

情
報
を
公
開
し
て
羅
列
す
れ
ば
い

い
の
で
は
な
い
り
政
治
課
題
を
つ

か
ん
で
発
信
し
、
町
民
の
意
見
を

聞
い
て
透
明
化
を
図
る
こ
と
が
重

要
」
と
話
す
。
琴
会
へ
の
住
民
参

智
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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